
『
和
漢
郎
詠
集
』

所
牧
唐
詩
注
樫
補
訂

。。
輯、

五

七
五

中

思

考

」

九
八
八
)
に
は
、
ほ
ぼ
弐
の
ご
と
く
い
う
ハ
要
約
〉

G

の
諾
は
六
割
・
梁
の
こ
ろ
か
ら
現
わ
れ
る
が
、

ム
ハ
朝
期

可
和
漢
期
一
誌
集
』
所
段
麿
詩
詮
調
停
議
言
ハ
麓
木
)

(ニ)

十直

木

久

1i 

な

お

、

「

蹄

来

」

の

一

つ

反

誤

認

で

あ

る
こ
と
は
、
郭
在
胎
「
唐
詩
中
的
反
訓
詞
」
(
可
部
副
詰
叢
稿
』
上
海
吉
籍
出

版
社
、
一
九
八
五
所
牧
)
参
照
。



2 

中
間
詩
文
論
叢

第
八
集

。

毘

原

叶
・
山
は
藷
僚
と
し
て
獣
無
く
、

あ
る

9
2払
法
』
に
「
設
ふ
こ
こ
ろ
は
、

設

に

《

と

日

ふ

い

と

o

h

ハ

巷

辺

、

に

、

「

今

朝

。

風

が

静

ま

り

る
。
陳
の
謝
貞
が
と
き
に
作
っ
た
叶
春
日
関
居
」

容
七
四
〉
に
、
ぺ
風
定
ま
る
も
花
猶
一
は
落
つ
」
と
為
る
。
社
高
の

秋
風
の
破
る
所
と
焦
る
歌
」
の

は
、
そ
の
著
名
な
弟
関
。

る
い
と
あ
る
。

「
{
疋
」

さ
れ
る

し
て

墨
色
」

-
五
一
番

事
我
醇
迭
残
春
」

O
大
和
四
年
〈
八
一
二

O
〉
、
五
九
歳
、
洛
陽
で
の
作
〈
花
房
e

朱
〉
。
太
子
賓
客
分
一
一
吋
に
在
任
。
組
の
「
議
甫
賓
客
」
と
は
、
開
じ

く
太
子
資
客
分
奇
の
職
に
あ
っ
た
皇
書
鋸
ハ
七
六
O
i八
三
六
〉
を
指

す
Q

皇
甫
は
護
姓
。
「
搭
縁
を
避
け
、
臨
濁
を
好
む
鼠
趣
高
惑
の
士
」
で

あ
っ
た
(
堤
富
吉
明
日
繁
天
研
究
』
春
秋
枇
、
一
九
六
九
年
刊
、
…
入
O
一員〉。

O

は
、
お
そ
ら
く
洛
陽
の
宣
教
里
〔
坊
〕

「
皇
甫
賓
客
に
掛
ゆ
」
「
竹
箆
君
閑
錯
永
日
、
花

-
花
亭
〕

に

あ

る

皇

甫

鏡

の

自

宅

(

白

居

易

(

を

引

い

じ

を

指

そ

う

。

ま

た

花

亭

と

は

、

白

眉

易

が

約

一

終

老

の

地

と

化

し
た
履
道
援
の
自
宅

i
長
慶
四
年
ハ
人
一
一
四
〉
、
五
蹴
の
秋
、
妻
の
遠

い
同
族
の
楊
濃
の
設
宅
ハ
常
時
は
田
氏
所
有
〉
を
購
入
し
て
、
以
後
の
生

活
の
本
撲
と
し
た
と
こ
ろ

i
を
指
す
。
宣
教
皇
と
綾
道
里
は
集
賢
塁
を

は
さ
ん
で
並
び
、
最
短
距
離
の
と
こ
ろ
は
約
五

0
0メ
ー
ト
ル
母
東
都

分
可
の
職
は
賓
務
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
い
、
義
の
み
の
地
位
で
あ

っ
た
。
し
か
し
俸
給
は
ち
ゃ
ん
と
も
ら
え
、
に
拘
束
さ
れ
な
い
自

由
を
棄
し
め
た
の
で
あ
る
。

。
〔
幾
春
〕
衰
残
す

い
う
c

「
議
春
」
の

り
意
。
春
の
お
と
ろ
え
、
春
の
誇
り
官

、
白
持
の
な
か
で
法
一
皮
の
初
め
に
な
お

初
夏
に
用
い
た
〈
平
間
武
夫
コ
一
一
月
議
ー

あ
る
議
の

m

し
さ
を
こ
め
て
用
い
ら
れ
る
H

く
ず

耕
が
の
語
は
、
白
諸
問
仰
の
愛
用
語
の
一
つ
ハ
波
多
野
太

参
照
〉
。
こ
の
意
味
で
、
間

ρ謀
「
残
り
少
な
い
審
」

本
〉
や
大
曾
担
諜
「
暮
れ
護
っ
た
春
」
は
、
原
詩
の
ニ
ュ
ア

る
。
ち
な
み
じ
、
「
残
」
字
は
衰
残
・
擁
傷
が
原

そ

の

韓

議

で

あ

る

。

薫

「

杜

札

の

も
と
イ〉

く
用
法
と
す(の
るε{，*

tま

の
意
味
は

の方一士一
F



-

五

一

白

居

易

一

十

日

、

留
不
得
、
紫
議
花
下
漸
黄
昏
い

4陶

次
の
ご
と
く
い
う
。

底
代
の
震
で
は
、

な
ら
ば
、
一
一
一
月
は
二
十
九
日
し
た
が
っ

月
三
十
日
と
い
う
持
、
設
は
春
が
儲
る
こ
と
の
一

E

が
た
い
と
し
て
喜
ぶ
の
で
あ
る
。
一
一
一
月
議
は
、
大
小
い

も
用
い
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
故
に
、
一
一
一
月
一
ニ
十
日
を
特

し
て
、
そ
の
喜
び
そ
し
て
そ
れ
を
人
に
博
え
る
力
を
、

都
長
安

川中川八一一一一

十
自
」
に
つ
い
て
、

い
。
小
の
月

出
居
易
が
一
一
一

あ
り

長
安
域
内
東
高
部
に
あ
る
菅
(
必
作
)
品
坊
の
東
半
分
を

占
め
る
玄
提
ゆ
か
り
の
大
寺
院
。
林
泉
形
勝
の
地
に
あ
り
、
竹
林
に
お

お

わ

れ

、

牡

丹

・

了

柿

な

ど

の

名

一

っ

た

口

点

の

良

討

を

患

い

、

・

複

巌

、

雲

鑓

・

九

て

十

4

・
彦
保
著
『
大
慈
恩
寺
一
一
一
議
法
師
惇
』
巷
七
〉
、
あ
わ
せ
て
一
八
九

七

問

、

そ

の

輪

突

の

美

は

、

な

今

日

、

大

3 

保
山
政
府
詩
法
螺
補
訂
(
撞
木
)

躍

塔

が

ら

麿

代

の

お

も

か

げ

を

静

え

る

c

ち
な
み
に
、
嘗

時
、
白
拐
の
華
陽
院
に
生
ん
で
い
た
(
前
稿
二
七
番
全
容
拶

附

U
。
慈
恵
寺

w

皆
目
坊
は
、
こ
の
永
崇
坊
の
輿
南
、
昭
諮
坊
を

へ
だ
て
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
柄
者
の
距
離
は
一
キ
ロ
も
な
い
(
最
短
距

離
の
と
こ
ろ
は

0
・
五
キ
ロ
強
Y
一
躍
す
」
と
は
、
壁
や
牌
な
ど
に
詩
歌

つ
け
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
題
壁
の
風
習
で
お
る
。
鈴
木

の
博
達
の
場
』
ハ
日
本
設
設
出
版
協
曾
-
N
U川
K
ブ

ッ

グ九

法
臓
館
、

一
九
八
九

五
O
番
の

易

「

宅

を

(

「

奏

中

吟

十

首

い

の

は
紫
藤
の
架
」
と
あ
る
む



。

需

は

、

い

に

:

:

:

な

関

村

繁
『
岳
民
一
〈
明
治
書
院
・
新
韓
漢
文
大
系
、
竹
村
間
行
執
筆
〉
に

は
中
期
は
到
と
高
義

Q

・e
-
:
ま

で

。

雷

持

。

と

住

し

、

「
紫
の
藤
の
花
の
下
に

は
お
そ
ら
く
、

4 

中
露
詩
文
論
議

第
八
集

し
て

H

近
ヘ
副
詞
」
の

呂
二
六
頁
ヨ
ち
な
み
に
、

M

ハ
、
自
入
リ
テ
授
、
一
一
ノ
ア
ヒ
ダ
ヲ
イ
フ
。

ノ
別
ア
リ
ノ
ハ
円
准
高
子
』
天
文
訓
参
鰭
i
引
用
者
主
ヲ
タ
ソ

と。

-
六
十
品
番

フ乙
種

時
自
少
、

。
元
和
五
年
(
八
一

O
〉j
元
和
九
年
ハ
入

歳
、
〔
湖
北
省
〕
で
の
沖
〈
花
房
・
前
M

問
問
〉
、
作
者
三
二
;
…
…

江
陵
詩

し、

の
小
序
〈
思
怨
臨
機
也
〉
に
つ
い
て
」
の
で
あ
る
。
し
か

し

賞

持

、

事

紳

は

中

江

陵

を

訪

れ

た

形

跡

は

全

く

な
い
。
詳
し
く
は
、

J
h

一
九
六

O
年

一

一

一

期

〉

こ

の

こ

の

李

校

講

堂
持
、

ハ
字
は
寛
中
)
の
こ
と

左
遷
さ
れ
て
お
り
、

地
を
離
れ

の
作
成
推
定

家
は
江
陵
城
外

す
る
s

の
推
誕
が
正
し
い

た

の

は

ハ

八

一

一

二

)

の

ら

し

い

の

で

、

期
間
は
一
年
短
か
く
な
る
む
ち
な
み
に
昔
時
、
完

の
長
江
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
ハ
王
拾
遺
『
元
震
簿
』

九
八
五
〕
参
照
Y

〔

咽

霧

山

鴬

:

・

吋

抄

注

』

は

サ

ク

シ

テ

鷺

ノ

ナ
ヲ
モ
ノ
ウ
シ
」
と
一
説
明
し
、
コ
総
担
ハ
関
ノ
カ
ス
カ
ナ
ル
」

こ
と
と
す
る
。
「
暗
向
少
」
の
「
少
」
を
、
川
川
口
・
大
品
目
相
仮
設
は
と
も

わ
か

に
「
わ
か
し
」
と
謹
む

Q

こ
の
割
は
、
「
早
春
の
初
め
、
鷲
見
は
撒
く

嚇
る
む
故
に
八
鳴
く
こ
と
向
一
は
少
し
〉
と
日
ふ
な
り
L

Q私
注
ち
な
ど

と

も

関

連

す

る

の

で

あ

ろ

う

む

し

か

て

は

二乙

と



き
と
こ
ろ
。
こ
の

和
歌
』
〈
八
九
四
年
に
成
る
)
に
、
の

の
が
正
し
い
。
円
集
注
』
本
も
一
マ
レ
ナ
ル
そ
し
て
こ
の

一
少
」
は
「
ま
れ
に
あ
る
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
め
っ
た
に
な
い
」
と

否
定
に
重
黙
を
置
い
た
表
現
。
宇
野
明
霞
原
撰
・
理
大
兵
器
稽

2
日
家

〔
補
注
〕

推
敵
』
巻
下
に
「
無
ノ
意
ヲ
ユ
ル
ク
イ
ブ
一
詰
一
と
す
る
。
な
お
山
田
孝

雄
校
訂
本
(
岩
波
文
庫
)
で
は
一
ス
ク
ナ
シ
」
と
譲
み
、
こ
の
訴
の
ほ

う
が
「
わ
か
し
」
よ
り
も
よ
い
。
李
紳
の
「
早
梅
の
議
」
詩
(
「
過
梅
里

七
首
」
其
五
)
に
、
「
楊
柳
未
だ
藁
な
ら
ず
鴛
は
苦
を
結
ぶ
〔
泣
か
な

い
意
)
」
と
あ
り
、
白
居
易
「
語
調
の
早
春
」
詩
〈
巻
口
)
に
「
舌
濯
り

と
あ
る

G

ち
な
み
に
、
金
子
彦
二
島
『
卒

歌
・
千
載
長
匂
研
究
篇
』
に
は
、

ご
と
く
い
う
〈
墾
韓
合
影
印
本
、

正
七
一
員
〉
ο

5 

所
攻
惑
詩
法
務
懇
訂
ハ
植
木
〉

L
あ
ん

.
六
六
番
白
居
易
「
思
賠
が
自
ら
南
荘
に
題
し
て
一
ぶ
さ
る
る
に
和
し

奉
り
、
戸
兼
ね
て
夢
得
に
三
百
室
頭
有
酒
鴬
呼
客
、
水
雷
無
重
見
洗

池」

の
作
ハ
花
房

ハ
七
人

O
i人
間

叫
f

〕

j

z町
、
z

、



る

中
瀦
詩
文
論
叢

第
八
繋

周
知
の
と
く
、
牛
借
語
は
、

る
牛
李
の
嘗
一
…
品
?
の
、
旗
頭
で
あ
つ

っ
て
、
一
克
和
三
年
の
及
第
し
た
と
き
の

い
わ
ゆ

一
人
で
も
あ
っ

の
誌
に
添
え
ら
れ
、

意
を
兼
ね
る
。

法
。
小
山
川
環

わ

与が
、関

調相の

の
口
一
詰
に
つ
い
て

る
口
頭
妥
表
の
レ
ジ

メ
資
料
〉

は
劉
品
錫
の
あ
ざ
な
、

に
滞
在
し
た
守
山
川
口

高
荘
は
南
の
か
た
の
期
荘
一

を
生
じ
や
す
い
。
こ
の
詩
の

太
子
賓
客
分
司
と
し

一
患
繋
は
ハ
門
、
楊
州
の
蔀
受
領
、

こ
の
説
明
は
不
明
較
で
諜
解

牛
曾
蕎
誌
桧
校
珂
窓
・
東 と

一
本
」
〉
に
「
丞
相
の
の
頭
り
;
一
と
あ
り
、
別
の
劉
呉
錫
の
詩

(
「
和
牛
相
公
遊
南
荘
、
酔
後
寓
一
…
諸
問
、
駿
楽
天
、
{
策
見
示
い
〉
に
「
域
外
の
国

林
一
初
援
の
天
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
や
つ
ま
り
、
そ
の
甫
荘
は
洛
陽
城

南
郊
丹
を
流
れ
る
清
流
「
伊
水
」
の
ほ
と
り
に
島
っ
た
。
木
孝
盟
副
側
兵

(

中

華

書

局

、

の

の

諜

参

照

。

中

蹴

初

期

、

し
た
別
荘
を
管

龍
後
、
す

い
(
『
唐

み
、
友
人
た
ち
を
揺
待
し

っ
か
り
退
者
の
地
と
化
し
た
洛
揚
の

持
の
民
土
』
第
一
一
章
、
洛
陽
参
黒
)

9

洛

陽

の

場

合

、

こ

の

ほ
か
、
褒
受
の
午
矯
荘
ハ
鎌
野
堂
〉
や
李
寵
諮
の
平
呆
荘
な
ど
が
有
名
勺

あ
り
、
の
午
議
荘
も
南
荘
・
城
南
韮
な
ど
と
略
ば
れ
て
い
る
(
市



原
亭
吉
「
東
都
留
守
時
代
の
袈
疫
の
生
活
」
門
前
掲
〕

荘
園
の
性
費
及
ぴ
其
の
由
来
に
就
い
て

洋
文
路
、
一
九
五
ニ
年
〉
に
い
う
、

震
代
に
お
い
て
荘
・
竪
e

別
業
な
ど
と
呼
ば
れ
た
も
の
は
、

百
官
富
豪
な
ど
の
別
荘
で
、
其
の
中
、
域
外
に
在
る
も
の
は
、

花
木
泉
石
の
外
、
慶
大
な
田
闘
を
含
ん
で
居
た
。

ち
な
み
に
、
日
野
開
三
郎
「
岩
代
先
進
地
帯
の
荘
園
同
ハ
説
家
版
、
一

九
八
六
〉
六
二
頁
に
は
、
「
荘
」
の
語
に
は
、
的
別
荘
の
建
物
荘
館
、
め

こ
の
別
荘
を
含
ん
で
慶
く
築
造
せ
ら
れ
て
い
た
塙
堵
吋
内
、
ゆ
荘
圏

韓
、
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
三
謹
の
用
法
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

南
荘
中
の
そ
ば
と
い
う
よ
り
も
、

詩
中
の

の

な

か

の

き

わ

め

て

柔

軟

性

に

と

み

、

上

・
中
・
下
・
の
方
位
を
表
し
う
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

の
字
が
、
漠
然
と
場
所
を
表
す
ぎ
な
い
い
名
詞
語
毘
と

ょ
う

G

王

錬

詞

曲

辞

例

王
公

む
し

{七
し。

に

寸

鷲

を

翫

び

〈
客
を
呼
ぶ
〉
と
臼
ふ
な
り
一
と
あ
る
。

て

客
来
る
。
故
に

-
六
七
番

白
岩
易
「
春
、
江
」

7 

留
金
水

所
牧
唐
詩
詮
棒
補
訂
〈
植
木
〉

(
八
二

O
〉
作
者
四
九
歳
、
忠
対
〈
四
川
省
忠

牒
付
近
〉
で
の
〈
花
房
・
朱
〉
。
忠
州
刺
史
在
任
。
「
春
江
」
は
審
の
長

江
。
そ
の
北
岸
に
患
州
の
治
所
が
あ
っ
た
。
同
じ
志
川
で
の
作
「
巴

水
」
〈
器
開
〉
に
、
「
城
下
巴
江
の
水
、
春
来
れ
ば
麹
躍
に
叡
た
り
」

と
歌
う
。
忠
州
は
長
一
止
の
三
峡
地
帯
よ
り
や
や
上
流
、
重
慶
の
下
流
に

の
「
蟹
地
、
風
祭
は
中
原
の
そ
れ
と
典
り
、
気
候
は
桧
天

っ
た
。
台
詩
句
自
江
舟
至
忠
州
」
詩
、
谷
口
〉
の
表

て
ん
ざ
ん

巌
山
の
下
い
じ
あ
っ
た
。
白
居
易
が
江
州

の

は

、

の

配

意

の

現
を
世
り
れ
ば
、

司
罵
か
ら
志
荊
刺
史
へ

に
よ
る

0

・
ま
た
別
の
自
詩

舟
門
に
民
る
」
と
歌
わ
れ
る
ご
と
く
、
い
石
設
を
の
ぼ
っ
た

門
が
あ
り
、
平
地
は
少
な
く
、
舟
が
交
通
手
段
で
あ

吋
白
楽
天
研
究
』
一
一
一
回
一
一
一
一
良
参
照
。

「
春
暖
」
ハ
巻
計
、
後
集
巻
話
)
に
、

i

て
水

に
留
め
ら
れ
て
花
下
に
立
ち
、

り
、
李
盆
の

と
あ
る
。

く
」
と
あ

に
引
か
れ
て
鴻
ち
選

水
同
じ
，e.ρ 

チN
で
の

に

感

、

ず

:

一

に

、

花
を
見
る
人
一
と
あ
る
。

頭
辻
白
し
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中
欝
詩
文
論
叢

第
八
熊

ハ
部
門
〉
か
ら
成
る
た
と
え
ば
「
歌

「
心
罫
」
「
老
癌
」
な
ど
を
、
も
し
封
匂
内
に
分
け
て
用
い
る
な

ら
ば
、
最
も
巧
み
で
あ
る
。

と
し
て
、
こ
の
白
詩
の
二
匂
を
例
に
あ
げ
る

9

。
現
在
、
忠
蘇
に
は
、
由
居
日
仰
を
記
念
す
る

西
一
・
γ
1
キ
ロ
の
地
に
あ
る
。
も
と
明
の

-
七
五
番
白
居
易
「
早
春
蘇
州
を
憶
ひ
て
、
夢
得
に
寄
す
」
「
霞

光
曙
後
段
於
火
、
草
色
靖
来
轍
畝
姻
」

。
大
和
八
年
ハ
八
一
一
一
宮
〉
、
作
者
六
一
一
一
歳
、

・

五

)

。

松

浦

友

久

v
s
w
+
l
h

、

イ〉

L 、

り
ょ
う

の

職
議
〉
、

般

広

は

、

也

」

〈
円
集
韻
』
犠
韻
)
の
よ
う
に
、
「
念
」
や
「
思
」
と
置
き
換
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
賓
擦
の
用
例
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が

え

て

い

る

、

お

も

い

と

い

っ

て

お
り
、
侍
ら
か
の
意
味
で
、
必
ず
過
去
の
烹
と
か
か
わ
っ
て
い

る
。
従
っ
て
こ
の
黙
で
は
、
「
お
も
う
」
の
一
般
的
用
語
と
し
て
の

「
思
」
よ
り
も
、
「
常
思
也
」
会
一
義
文
』
巻
十
下
)
、
「
謂
長
久
思
之
」

〈
『
設
交
通
部
定
聾
』
臨
部
第
一
一
一
〉
と
説
明
さ
れ
る
「
念
」
の
ほ
う
に
よ

り
近
い
一
口
与
え
よ
う
。
た
だ
、
中
世
古
典
詩
で
の
用
例
か
ら
見
れ

ば
、
が
よ
り
多
く
「
白
魔
的
に
思
い
つ
づ
け
て
い
る
い
と
い

、
「
憶
」
は
、
よ
り
多
く
「
潜
本
し
て
い

と
い
う
傾
向
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
a

本
詩
の
場
合
、
蘇
州
刺
史
在
任
期
間
(
人
二
五
年
一
一
一
月
J
翌
年
八
月
〉

の
記
震
i

七
、
八
年
前
の
そ
れ
を
お
も
い
出
す
意
。
作
詩
書
時
、
親
友

の
劉
品
錫
(
字
夢
得
)
が
蘇
州
刺
史
で
あ
っ
た

G

〈
日
〉

の
逸
文
に

な
ち

し…

と日
みうも

z ikz 
ごさ

とれ

に

し

り

」

と

あ

る

の

は

、

タ

や

け

例
。
劉
馬
錫
の
詩
ハ
「
関
下
接
惇
貼
、
旦
諸
問
舎
」
)
に
も
、
「
霞
光
詑
艶
た

翠
松
の
橋
」
と
あ
る
。
白
川
静
『
字
統
』
(
卒
九
註
腎
)
に
は
、
「
煙 の

り



霞
e

に
あ
ら
わ
れ
る
の
法
六
朝
期
に
入
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
、
高
方
の
風
物
が
毅
景
へ
の
道
を
開
い
た
」
と
指
摘

す
る
ハ
人
二
一
良
〉
。
ち
な
み
に
、
わ
が
闘
で
い
う
カ
ス
ミ
ば
、
中
間
の

「
窪
霞
一
の
語
に
相
脅
す
る
と
辻
、
狩
谷
経
費
『
案
説
霞
名
類
緊
抄
』

義
一
、
霞
の
僚
に
み
え
る
説
。

。
〔
曙
後
・
暗
来
〕
「
後
」
と
一
来
」
の
宇
は
、
時
お
り
互
文
互

用
さ
れ
る

9

白
居
易
「
舟
中
喪
坐
一
(
各
認
、
後
集
巻
mw
〉
の
「
獅
体
遺
一
翼

後
多
清
景
、
橋
下
涼
来
足
好
問
問
」
や
同
?
匝
江
平
秋
い
詩
(
器
9
)
わ

「
早
涼
靖
後
至
、
残
暑
隈
来
散
一
な
ど
は
、
こ
の
併
で
島
る
。
ま
た
陸

議
蒙
の
詩
ハ
「
京
口
興
友
生
話
別
」
〉
弘
、
ぺ
木
墜
涼
来
葉
、
山
槙
一
饗
後
嵐
〕

と
い
う

G

こ
う
し
た
「
来
一
宇
は
、
「
後
』
一
の
意
。
太
田
良
夫
吋
中
調

語
耳
柱
。
史
文
法
日
〈
朋
友
書
臣
、
一
九
八
一
年
影
印
本
〉
じ
よ
れ
ば
、
「
来
」

と
は
唐
代
、
設
想
・
設
定
・
峰
件
な
ど
な
表
す
用
法
が
生
じ
っ
一
一
一

真
〉
、
の
字
も
窟
宋
の
こ
ろ
、
「
J
す
る
と
」
「
J
し
て
し
ま
う

の
用
法
が
五
人
・
一
一
一
七
一
一
一
頁
〉
と
す
る
。

の

た(
控
訂
本
)

ハ
段
紅
の
紅
〉
、
一
品
目
は
ア
ン
ハ
吋
農
韻
h

上
平

二
人
山
韻
〉
。

出
口
注
に

(
刊
の
)
く
し
て
熔
に
訟
た
り
』

に
作
り
、
『
顕

い
ま
柿
村
本
の
説
み

ヲ

忠
利
漢
朗
詠
集
』
所
教
席
詩
注
懇
補
一
訂
ハ
州
統
木
〉

ハ
上
海
吉
籍
出
版
註
、

こ
の

、
山
引
J

r
s
e
¥
 

り
も
轍土

Iこし
分市
ヵ、日
れ$
る くち。し一

。
〔
搬
訟
畑
〕

わ
か

川

W

「
搬
く
し
て
畑
に
似
た
り
い
ハ
大
曾
較
注
本
〉
の
一

後
者
が
よ
り
一
般
的
立
訓
譲
で
は
あ
ろ
う
が
、
本

領
聯
の
創
的
句
を
構
戎
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

ω

の

て
は
諜
却
に
近
い
。
こ
の
「
似
い
は
、
上
匂
の
「
股
於
火
」
の

字
と
軒
を
な
す
比
較
の
助
字

Q
詩
家
雄
被
』
餐
上
参
照
〉
。
『
私

一
O
四
番
の
再
例
を
参
照
す
れ
ば
、
「
於
」
と
同
じ
く
「
ヨ
リ
モ
」
と

譲
む
ら
し
い
。
「
向
氏
文
集
』
に
は
、
一

O
四
番
を
江
じ
め
と
し
て
、

「
似
L

と
「
於
」
を
互
用
し
た
例
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
「
新
た
に
布

袈
を
製
る
い
詩
(
荘
1
〉
に
「
桂
布
白
似
忠
実
綿
軟
於
繋
」
〈
上
匂
の

誤
:
・
拾
の
布
は
零
よ
り
白
し
)
と
あ
り
、
「
日
く
し
て
臥
す
」
詩
(
巻

錦
、
経
集
巷
mw
〉

に

(

上

旬

の

の

な
ど
と
あ
る
。
自
中
謙
一

代
数
曲
の
研
究
一
〈
『
東
方
塵
報
同
京
都
第
四
O
品
川
、
一
九
六
九
〉
の
注
、

は
、
の
場
合
、
形
容
詞
十
如
(
叡
〉
は
み
な
比
較

の
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中
間
詩
文
論
叢

第
八
集

級
に
解
す
る
i

一
と
い
う
。
な
お
番
坂
顕
一

生
舘
、
…
九
八
一
一
一
〉
の
「
中
関
近
批
諾
ノ

i
ト
」
(

の
旗
参
照
。

「
撤
似
摺
!
一
の
意
味
は
、
柿
村
『
要
解
』
に

っ
て
居
る
こ
と
」
と
あ
る
。
捌
伴
懇
府
立
島
原

撤
ハ
正
シ
ク
娯
ニ
作
ル
。
「
奴
国
ノ
切
、

二
十
六
愚
〕
ト
注
シ
テ
、
モ
ノ
ノ

カ
ク
サ
ヲ
撤
草
ト
一
広
三
韓
ジ

フ
ノ
類
、
ミ
ナ
「
ワ
カ
キ
」

の

研

ハ

党

七
二
〉

H
J
訟
?μ

に
打
摺

巻
一
に
は
、

弱
也
」
〔
『
廉
韻
h

去
盤
・

ワ
カ
キ
ー
一
点
岡
山
一
一
用
ユ

G

故
ニ
ワ

早
涼
ヲ
撤
涼
、
ヲ
轍
窺
ト
云

ナ
リ
。

と
い
う
ハ
表
記
の
一
部
を
改
め
る
〉
。
川
口
本
に
は
、

は
、
一
一
回
に
う
ち
け
む
っ
て
理
よ
り
も
や
わ
ら
か
に
わ
か
い
と

課
す
る
。
こ
の
「
搬
」
は
、
「
撤
葉
i

一
「
嫌
草
」
の
用
例
の
ご
と
く
、
生

じ
た
ば
か
り
の
若
葉
や
若
草
特
有
の
し
な
や
か
さ
、
よ
わ
よ
わ
し
さ
、

み
ず
み
、
ず
し
さ
な
ど
を
意
味
す
る
が
、
同
時
に
ま
た
、
色
彩
画
に
お
け

る
「
浅
淡
」
の
意
味
も
内
信
し
よ
う
。
た
と
え
ば
、
「
搬
総
」
「
搬
寅
」

と
い
え
ば
、
淡
縁
色
・
淡
黄
色
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
白
居
易

で

ん

〈

も

ち

さ

ん

の
「
燕
子
謹
一
一
一
首
」
其
一
一
ハ
巷
日
〉
に
「
錨
暴
行
ノ
て
議
杉
の
色
は
閣
に
似

た
り
ハ
う
す
ぎ
ぬ
の
上
蒼
の
色
が
あ
せ
る
と
や
、
温
庭
鋳
「
一
史
漏
子
」
の

た
ん

「
眉
浅
く
し
て
務
理
抑
の
知
し
」
(
か
き
ま
ゅ
の
色
が
浅
く
う
す
れ
て
、

あ
わ
い
も
や
に
つ
つ
ま
れ
た
椀
〔
の
葉
〕
の
よ
う
〉
の
表
現
と
関
連
ぞ
つ
け
て

考
え
れ
ば
、
一
管
理
解
し
や
す
い
。

草
を
理
に
た
と
え
る
表
現
は
、
政
に
頻
見
す
る
。
た
と
え
ば
、

白
居
易
の
「
章
一
日
に
代
ふ
る
詩
一
百
韻
、
敏
之
に
寄
す
」
詩
〈
巻
目
〉
に
、

「
岸
草
姻
地
に
鑓
き
、
関
花
雪
枝
を
撃
す
一
と
あ
り
、
李
容

の
詩
〈
「
撞
剤
過
胡
兇
歓
馬
泉
〕
〉
に
、
「
蘇
楊
は
水
に
著
き
草
は
患
の

如
し
」
な
ど
と
あ
る
。
こ
の
二
併
は
い
ず
れ
も
早
春
の
用
例
で
あ
る
が
、

劉
謁
錫
の
詩
〈
「
和
牛
相
公
選
南
荘
、
醇
後
寓
一
一
一
一
日
、
験
禁
天
、
発
見
…
ぎ
〉
に
、

「
水
底
の
遠
山
は
珊
一
一
問
一
答
に
似
た
り
、
橋
進
の
卒
岸
は
草
埋
の
知

け
い

し
」
は
、
初
一
夏
の
用
例
で
怠
る
c

ち
な
み
位
、
五
夜
・
歓
陽
慣
の
「
南

郷
子
」
に
は
「
撒
草
理
の
如
し
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
お

も
や

も
に
、
色
淡
い
若
草
が
煙
の
ご
と
く
一
面
に
か
す
み
つ
つ
、
あ
た
り
を

お
お
う
描
寓
で
あ
る
が
、
吋
私
注
』
に
は
「
舛
は
其
の
色
繰
、
故
に
摺

に
轍
ふ
了
と
指
摘
す
る
。
本
詩
句
で
は
、
こ
う
し
た
常
套
表
現
を
意
識

し
つ
つ
、
単
な
る
比
仏
明
か
ら
比
較
へ
と
鱒
じ
た
駐
が
斬
新
で
す
ぐ
れ

あ

さ

ぎ

も

や

る
。
萌
え
出
た
若
草
の
浅
黄
色
が
い
ち
め
ん
に
け
む
っ
て
、
煙
よ
り
も

や
わ
ら
か
で
淡
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
数
年
前
の
蘇
州
に
お
け
る
築

し

い

思

い

出

と

か

ら

み

あ

っ

て

、

よ

り

一

へ

た
よ
う
で
お
る
。

-
八
一
番

議
起
「
関
下
の

に
矯
る
!
一

花
外



議
油
柳
色
爵
中
深
」

O
本

詩

は

、

額

聯

の

や

罵

聯

の

年
議
ほ
未
だ
遣
は
ず
い
の
認
に
よ
れ
ば
、

士
及
第
以
前
の
作
。
高
木
正
一

に
、
「
賦
な
献
ず
と
は
、
:
:
:

こ
と
を
い
う

て
十

「
窮
途

る
が
、

四
(
朝
日
新
開
枇
・
文
躍
本
)

謝

海

子

ハ

吋

中

華

皐

苑

』

一
九
八
六
〉
に
み
え
る
生
浸
年
の
〈
七
一
七
生
J
七八…一一

浸
〉
に
し
た
が
え
ば
、
天
賓
九
載
一
一
月
、
作
者
一
一
一
一
一
一
歳
以
前
の
作
。
な

お
侍
瑛
諒
「
銭
恕
考
ー
一
ハ
草
川
代
詩
人
叢
考
』
中
革
審
詩
、
一
九
八
O
年
所
牧
〉

の
「
七
一

O
位
。
・
j
七
八

O
設
?
い
識
は
、
謝
の
設
よ
り
も
劣
る
。
た

だ
し
、
謝
の
設
白
樫
も
、
ま
だ
誰
定
の
域
を
出
て
い
な
い
。

銭
起
は
、
本
詩
む
よ
れ
ば
、
開
先
一
一
九
年
(
七
四
一
〉
ご
ろ
、
す
で
に

都
長
安
広
き
て
蓮
士
科
を
受
験
し
た
が
、
長
く
落
第
し
つ
づ
け
て
い

た
。
こ
の
詩
は
、
中
香
合
人
(
?
〉
の
袈
某
応
、
自
分
の
推
理
官
故
頼

し
た
詩
で
あ
る
。
嘗
時
、
本
人
の
賞
力
以
外
に
、
著
名
な
高
級
官
僚
や

王
公
貴
人
の
推
薦
の
有
無
が
、
進
士
科
の

た
。
い
わ
ゆ
る
行
巻
の
民
習
は
、
こ
の
こ

V

}

と
を
し
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『
和
諜
朗
…
結
集
』
所
段
憲
詩
並
懇
鶏
訂
ハ
鏑
木
)

「
『
麗
書
』
に
、

仲
文
〔
議
却
の
字
〕
未
だ
〔
及
〕

り
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
表
世

で
あ
り
、
そ
の
中
書
舎
人
就
任
は
、
こ
れ
以
後
の
は

令
新
唐
書
』
巻
一
回
入
、
張
孝
忠
付
博
参
黒
〉

G

し
た
が
っ
て
、
そ
の

辻
明
白
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
柿
村
明
要
解
』
立
い
う
、

春
興
部
位
も
吋
私
註
』

間
合
人
で
、

従に

の
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た
用
例
と
し
て
は
、

も
て

うが初る
、開諸

久長、君
し紫、子
ぶ鐘、を
り」懐

に
宿
し
、
績
い
て
来

に
、
「
十
年
楚
水
櫛
梓
下
、
今
夜

に
宿
し
た
作
者

い

た

を

歌

ハ
皇
域

カ
ヒ
テ
、

た都
む長

の
僚
に
は
、

毎
更
ハ
一
史
ご
と
に
〉
分
か
ち
て

つ
を
以
て
節
と
潟
し
、
黙
は

鼓の
」擦
とに

〈
そ
れ
ぞ
れ
二
人

O
入
、
一
六
O
人
)
い
た
こ
と

山
、
詩
中
の
「
鐘
聾
一
と
は
、

R

に
は
典

な
五
更
四
貼
前
後
の
暁
鐘
で
あ
ろ
う
か
。

城
門
郎
の
注
に
は
、
「
承
天
門
(
太
極
官
の
r

つ
。
鐘
を
撃
つ
を
聴
き
て
後
一
刻
(
十
五
分
弱
)
、

白
鶴
街
〉
の
門
開
く
」
一
五
々
と
あ
る
G

ち
な
み
に
、

打
さ
れ
る
韓
鼓
は
宜
吏
三
黙
け
い

令
第
十
五
〉
。
と
こ
ろ
で
、

呼
ば
れ
る
人
々
が

る口

ま
る
ハ
仁
井
田
臨

ま
た
、
山
A
7

参の一一一一

の
暁
鐘
真
戸
を
聞
く
」
と
い
う
句
を

の
そ
れ
は
、
じ
つ
は
諸
門
が
開
か
れ
る
こ

内
外
の
吉
官
に
と

舎
人
早
朝
大
現
宮
い
〉
の

思
い
起
こ
さ
せ
る
。
耐

と
を
報
ず
る

H

境
鼓
u
ハ
:
暮
鼓
〉

つ
て
は
一
日
の
仕
事
の
開
拾
を
&
い
た
。

代
域
市
管
理
中
的
作
用
」
合
中
華
文
史
論
叢
b

一
九
人
七
年
第
ニ
・

刊
)
記
ど
参
照
。

ザフ

都
の

所
む
は
、
も
と
容
宗
の
五

も
、
そ
の
一
人
と
し
て

い
猟
が
た
だ
よ
い
、

す
ぎ
な
か
っ



が
遊
ん
だ
」
と
こ
ろ
と
説
明
す
る
が
、

ハ
七
一
一
八
〉
以
後
、

解

説

の

し

お

り

第

七

〉

の

ふ

ハ

O
頁

や

の

黒

一

頁
参
照
。
た
だ
し
、
詩
中
の
「
蓮
池
」
は
、
宮
中
の
油
を
蓑
く
指
す
震

義
の
用
保
で
あ
る
。
王
涯
「
宮
詰
二
十
七
首
」
其
十
五
に
「
〈
春
花
)
叉

た

深

官

の

石

渠

の

に

随

ひ

て
よ

い

。

に

一
，
蓮
池
ハ
内
裏
ナ
ト
ノ
池
ナ
ヮ
。
内
一
畏
ヲ
ハ
モ
一
五
フ
、
思
関
ト

モ
云
フ
也
。
凡
ソ
国
王
ヲ
ハ
龍
・
黒
一
一
類
ヘ
ル
故
也
」
と
為
る
の
が
在

日
さ
れ
る
。

い
う
」

れ
は
お
そ
ら
く
、
也

上

し

た

華

清

宮

♀

と

混

同

し

め

り
で
あ
ろ
う
。
農
の
第
嘉
誇
『
明
皇
雑
録
』
巷
下
参
照
c

。
唐
の
高
仲
武
『
中
興
関
気
集
』
巻
上
に
は
、
こ
の
二
匂
を
、
「
特

13 

円
山
相
模
期
一
政
集
』
所
牧
唐
詩
並
樺
補
訂
〈
植
木
〉

に
意
表
に
出
づ
る
」
名
句
の
一
っ
と
評
す
る
。

-
八
七
番

る
?
一
一
向
片
落
権
準
潤
水
、
苦
(
梢
新
柳
出

ハ八一…

0
〉
の

で
の

(

花

房

・

朱

)

。

怠

州

刺

史

と

し

て

作

Q

し

た
が
っ
て
、
知
口
正
が
「
春
香
山
寺
に
と
題
す
る
吋
私
詮
』

を
紹
介
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
不
遍
切
。
香
山
寺
は
洛
陽
城
の
南
郊
に

あ
る
む

た

梯

の

技

」

、

叫

に

と

す

る

が

、

や

や

疑

問

。

同

い

と
ず
え

の
檎
を
い
う
で
あ
ろ
う
。
社
甫
の
「
昌
江
に
て
鄭
八
丈
南
史
の
款
に
詰

す
」
詩
の
「
雀
は
啄
む
江
頭
責
務
の
花
」
に
封
す
る
請
の
顧
震
の

Y
い
ん
ず
い

令
詳
註
』
に
、
「
椀
始
め
て
雄
蕊
を
生
ず
る
や
、
其
の
色

の

「
品
、
内
」

中

/

会

v

の と
日

と
あ
る
。

貰
〈
や
わ
ら
か
い
淡
黄
色
〉
を
作
す
者
)
を
指
し
、
晩
春
の
い
わ
ゆ
る
櫛

袈
で
は
な
い
。
温
庭
掲
の
「
携
に
題
す
」
詩
に
、
「
楊
柳
千
接
面
を
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岡
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し
の
だ
お
宰
hu

換

ふ

務

、

簸

摺

へ

ず

」

と

あ

る

。

韓

国

統

風
俗
史
に
お
け
る
漢
字
の
一
に
は
、
突
の
よ
う
に
い
う
、

事
侯
が
大
陸
性
の
北
シ
ナ
で
は
各
か
ら
東
へ
の
移
行
が
急
激
な
の

で
、
柳
も
日
本
の
よ
う
に
葉
が
芽
ば
え
て
く
る
「
青
柳
の
糸
い
を
賞

美
す
る
の
で
は
な
く
、
丁
度
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
た
け
た
よ
う
に
椀
の
花

ハ

雄

蕊

〉

が

員

並

な

っ

た

、

そ

の

こ

ろ

を

初

春

し

ぶ
の
で
島
る
。

(お〉

篠
田
統
は
ま
た
、
「
憲
詩
植
物
理
い
の
場
椀
の
捺
で
、

「
柳
花
」
者
説
明
す
る
。

各
の
間
は
霜
が
れ
て
里
山
掲
色
に
く
す
ん
で
い
た
校
が
、
春
記
な
っ

て
、
四
日
目
や
五
日
目
ご
と
に
寅
鹿
の
間
か
ら
ふ
ん
わ
り
と
姿
を
見

せ
る
。
そ
れ
が
そ
の
た
び
ご
と
に
色
調
が
か
わ
れ
ソ
、
や
が
て
褐
色
か

ら
黄
鵠
色
、
末
に
は
告
も
あ
や
に
あ
ざ
や
か
な
黄
金
色
に
な
る
。
早

春
の
ヤ
ナ
ギ
の
色
は
、
北
シ
ナ
で
は
、
あ
き
経
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
美
し
い
黄
金
也
に
な
る
の
か
と
木
の
下
ま

で
い
っ
て
見
あ
げ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
葉
で
は
な
く
、
み
ん
な
花
だ

っ
た

9

ち
ょ
う
ど
わ
が
躍
の
初
春
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
ま
っ
白
な
在
事

を
だ
す
。
こ
れ
が
一
種
に
雄
蕊
で
お
お
わ
れ
、
そ
の
ま
た
雄
蕊
が
鑓

黄
色
に
花
粉
で
そ
め
ら
れ
る
こ
ろ
に
は
、
あ
さ
み
ど
り
の
新
芽
も
い

っ

ぱ

い

ふ

い

て

く

る

の

で

、

に

は

美

し

い

に

は

な

る

よ

り

細

綜

が
、
そ
ん
な
に
目
だ
た
な
い
け
れ
ど
、
気
設
の
移
り
饗
ち
の

は
げ
し
い
北
の
蹴
で
は
、
あ
る
時
期

ιは
花

J

ば
か
り
、
つ
ぎ
の
時
期

に
は
新
芽
ば
か
り
と
ホ
ッ
プ
し
て
い
く
の
で
、
そ
の
黄
金
邑
を
十
分

タ
ン
ノ
ウ
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ

G

白
詩
の
歌
一
詠
場
所
「
忠
州
」
〈
四
市
街
〉
は
華
中
で
あ
っ
て
、
華
北

ハ
北
中
圏
)
で
は
な
い
。
し
か
し
「
爽
構
椀
枝
い
の
的
確
な
説
明
と
し

て
、
充
分
間
聴
に
催
し
よ
う
。
ち
な
み
に
、
白
居
易
の
「
郡
粛
の
暇
日

く
れ

に
、
常
郊
の
諌
郎
中
夜
君
が
早
春
の
晩
に
水
西
の
館
に
坐
し
:
:
:
一
と

初
、
"
す
ゑ

い
う
詩
〈
巻
8
、
後
集
容
1
〉

に

は

、

柳

の

檎

を

携

ひ

、

え

だ

う

ご

白
梅
の
菜
を
揺
か
す
い
と
あ
る
。

。
〔
澗
〕
コ
ハ
注

ハ
水
ヲ
、
キ
タ

と
あ
る
。

-
八
八
番
章
孝
標
「
早
春
初
め
て
晴
る

門補

c〕

上
、
椀
色
和
壌
入
潤
中
」

。
〔
帯
雲
・
和
煙
〕
比
輪
誘
〈
判
中
ハ
沖

韓
h

円
考
謹
』
〉
の
二
種
の
解
揮
が
あ
る
。
『
一
は
「
和
煙
」
に
つ
い

て
、
一
ケ
ブ
ヲ
〈
煙
〉
ハ
ア
ヲ
〈
資
)
キ
モ
ノ
ニ
イ
ヘ
ハ
、
樹
ノ
色
ヲ
理

ニ

ナ

ス

ナ

リ

」

と

す

る

。

上

旬

の

護

想

の

根

底

に

ソ
谷
土
一
A

、
調
字
ハ
水
少
キ
タ

t土

黒
t土

ニ
、
ア
マ
タ
ア
ジ
。

谷

ハ
本
ノ

雲
飛会

新



主、

上

舞

い

た

ば

か

り

の

棋

の

み

ど
り
は
野
濯
の
か
す
み
と
と
け
合
っ
て
、
酒
盃
の
な
か
に
映
る
こ
と

だ
」
と
あ
り
、
上
旬
の
「
脅
零
」
を
比
喰
、
下
旬
の
「
和
煙
'
一
を
賓
景

と
し
て
捉
え
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
諜
は
、
関
偶
表
現
か
ら
考

え
て
や
や
違
和
感
を
お
ぼ
え
る
む
比
喰
説
に
立
つ
吋
抄
注
』
は
、
下
骨

を
「
ヤ
ナ
キ
ナ
ン
ト
ノ
ア
ラ
ム
ア
タ
リ
'
ニ
テ
、
サ
ケ
ヲ
ク
メ
ハ
、
ミ
ト

ヲ

ノ
色
ノ
サ
カ
ツ
キ
ニ
ウ
カ
ブ

し
た

ら

ば

、

李

賀

て

春

柳

と

鋳

る

、

篠

篠

み

す

み

す

も

う

も

う

着
別
対
(
み
る
み
る
う
ち
に
)
摩
譲
譲
た
ら
ん
一
と
あ
る
句
が
参
考
に
な
ろ

う
c

清
の
玉
商
『
李
長
吉
歌
詩
嚢
解
』
巻
西
に
、

捺
僚
、
柳
枯
無
葉
之
扶
c

埋
譲
譲
、
議
葉
一
初
生
、
控
一
乏
有
若
譲
濠

壇
護
之
朕
。

と
注
さ
れ
る
ご
と
く
、

あ
さ

っ
つ
ま
れ
た
樹
の
枝
が
も
や
も
や
と
浅
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ロ
相
撲
朗
肱
集
h

所
取
賠
持
続
韓
議
訂

ろ
で
は
な
し

煙
の
如
し
」
と
い
う
。

孟
浩
然
の
「
挑
使
君
に
位
出
し
て
恵
上
人
の
房
に
題
す
」
詩
に
は
、

帯
零
梅
初
援
雲
を
脅
び
て
梅
-
初
め
て
暖
か
に

含
煙
柳
向
主
月
連
を
含
ん
で

と
あ
り
、
章
孝
標
の
一

と
「
和
」
の

に
、
謹
庭
錆

抑
向
ほ
背
し

に
「
江
上
の
務

の

「
早
春

-
九
六
番

妻
花
帯
碧
文
」

。
本
詩
は
、
六
五
番
に
前
出

9

。

〔

鶏

舌

〕

香

料

の

名

。

ヤ

こ

と

と

も

い

う
。
『
重
務
政
和
粧
史
誼
類
稿
用
本
草
加
木
部
・
上
品
、
鶏
背

の

謀

に

は

、

本

の

蘇

数

等

撰

刊

新

修

本

車

b
を
引
い
て

李
校
書
を
尋
ぬ
」
「
梅
含
難
舌
一
兼
紅
集
、
江
弄
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「
花
は
梅
花
m

と
い
い
、
そ

・
愛
州
(
と
も
に
ベ
ト
ナ
ム
北
部
)

の

林
の
銭
舎
人
〔
徽
〕
に
寄
す
る
詩
一

毛
の
筆
を
乗
り
、
誤
に
難
舌
の
香
を

中
、
開
妓
に
代
り
て
厳
郎
中
〔
体
復
〕

〈

ち

あ

L

え

も

、

含

む

こ

と

多

く

し

て

口

厭

く

や

無

や

」

ハ
中
書
・
門
下
・
向
脅
〉
の
郎
官
が
、

し
く
す
る
た
め
…

っ
て
、

こ
れ
は
、

い、

B
気
を
か

(
M
M
)
 

も
と
づ
く
。
嘗
時

ハお〉

ら
し
い
。

め
蜘て

身口

な
香
で
あ
っ
k:. vこ

ハ
玉
ト
譲
ム
也
」
と
あ
る
。
李
廷

ム
ハ
築
、
一
九
八
二
年
所
牧
〉
に
辻
、

ほ
ぼ
次
の
ご
と
く
い
う
ハ
要
約
)
。

し
て
名
高
く
、

花
を
た
く
さ
ん
つ
け
る
。
一
設
け
い
、
車
代
、

林
院
、
の
唐
昌
観
の
名
花
と
し
て
知
ら
れ

の

と
も
い
う
。の

名
は
、

ら
初
夏
に
か
け
て

の
よ
う
な
純
自
の

在
が
咲
く
こ
と
乙
出
来
す
る
。
な
お
吋
農
群
芳
譜
』

接
参
照
。
命
一
や
語
口
居
宋
詞
選
懇
b

ハ
人
民
文
早
出
張
社
、

七
六
真
に
よ
れ
ば
、
現
の
字
詰
『
読
文
b

〔
在
一
上
〕
に

と
剖
ず
る
が
、
後
に
は
多
く
由
宝
の
意
で
用
い
、
し
か
も
潔
白
な
さ
ま

を
示
す
修
飾
語
に
な
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
段
玉
裁
は
町
一
読
文
解
字

注
』
の
な
か
で
、
「
悲
玉
也
」
の
「
亦
玉
也
」
ハ
ホ
た
去
な
り
〉
の

詑

で

あ

る

と

見

な

す

。

他

方

、

義

設

』

で

玉
」
の
二
字
は
「
世

な
み
に
、
現
花
は
、

〈お〉た
。
要
す
る
に
、

円
前
新
種
』
に
、

と
あ
る
。

七
、
事
花
の

九
七
九
〉
一

ハ
去
の
意
)
の
一

ハ片〉」

っ
た
も
の
と
い
う

G

ち

の
知
名
と
し
て
も
用
い
己
れ

護
花
誌
の
よ
う
な
純
白
の

ミ
ム
は
水
上
の
温
、

の
ち

て
よ
い
。

の
花
を
議
へ
た
る
な
り
」

に
「
帯
ト
ハ
ル
リ
」
と
あ
る
。

十
な
「
数
義
絞
」
応
作
る
。
「
需
」
と

「
散
」
で
は
、
の
字
〈
緑
の
波
紋
が
ち
り
ち
り
に
四
万
に
分
か
れ
漬

け
か
る
)
が
す
ぐ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

の
早
春
」

吟
等
柱
、

ニ
)
、
作
者
六

洛
陽
で
の

ハ
花
房



時
住
し

入
唐
求
法
の
蹄
途
、
こ
こ
を
訪
れ
、
山

門
の
謹
上
に
登
っ
て
し
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
洛
陽
の
名
前
《
天
宮

守
》
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
東
方
』
七
呂
、
一
九
八
七
年
五
月
刊
〉
参
照
。
寺

の
あ
る
天
津
橋
附
近
は
、
東
都
搭
援
を
代
表
す
る
景
勝
地
の
一
つ
。

。

〔

吟

等

柱

〕

巷

六

に

よ

れ

ば

、

事

は

も

と

五

弦

、

な

っ

た
と
い
う
口

柴
人
の
白
明
達
に
命

加』れ

じ
て
之
を
寓
さ
し
む
」
と
い
う
。
詳
し
く
は
、
任
宇
塘
『
数
坊
記
筆

訂
』
曲
調
本
事
の
候
参
照
。

。
〔
麹
麗
〕
塵
は
麹
〔
妻
粉
を
主
護
〕
に
生
じ
る
カ
ピ
の
胞
子
を
指

す
c

「
抄
注
』
に
「
キ
ハ
寅
〉
ナ
ル
イ
ロ
ナ
ヲ
」
ハ
一
二
番
の
詑
〉
と
あ
り
、

に

は

と

い

う

。

モ
ヨ
キ

ノ

糸

ト

17 

2
相
模
朗
詠
集
"
問
所
牧
蹴
服
静
注
糠
鶏
訂

?とこ
;ヱ

の

ハム〉

の

も

の

で

の

カ

ピ

の

種
類
で
あ
る
。
わ
が
盟
の
麹
は
男
知
の
ご
と
く
コ
ウ
ジ
カ
ピ
〉
さ
ミ
事

包
ロ

5
0ミ
N
B
が
主
成
分
を
な
し
て
い
る
が
、
中
園
で
は
コ
ウ
ジ

カ
ど
も
ま
じ
っ
て
は
い
る
、
が
、
お
も
な
も
の
は
ケ
カ
ピ
冨
ロ

g
円
お

よ
び
ク
モ
ノ
ス
カ
ピ
M
N
E
U
W
C
℃

5
群
で
あ
る
(
器
用
藤
賢
造
『
東
洋
産
者

用
額
酵
菌
』
九
O
九

年

。

一

一

輯

、

九一

ひ

し

っ
て

治、

の

地
の
は
ケ
カ
ピ
に
よ
ハ
ク
モ
ノ
ス
カ
ピ
は
盟
問
く
な
る
〉
の

が
い
ち
じ
る
し
い
。
同
人
は
し
ば
し
ば
こ
の
住
を
、
問

葉
も
で
ぬ
こ
ろ
の
柳
の
花
〈
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
を
お
も
い
う
か
べ
る
)
の

色
さ
ハ
白
地
に
う
き
だ
し
た
雄
蕊
の
先
の
花
粉
の
色
〉
に
た
と
え
て
い

る
c

た
と
え
ば
、

携
色
黄
金
撤
李
白
(
宮
中
行
繁
語
〉

本
遺
楊
梯
麹
塵
紙
楊
巨
額
ハ
折
揚
務
〉

上
村
三
ハ
郎
〕
教
投
は
、

字
を
揺
う
i
引
用
者
注
〕

ら
も
建
〔
一
般
に
「
鞠
」
の

つ

工
工
、

'
U
4
j
，、し
Y
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詩
文
論
叢

第
八
集

こ
さ
せ
る
。
こ

い
の
な
か
に
も
み
え
、

の
字
で
携
を
形
容
す
る
の
は
の
花
紫
の
穂
に
象
る
の
み
い
と

い
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
「
芽
を
出
し
た
柳
」
の
姿
を
見

立
て
る
別
立
・
大
曾
捜
誇
に
は
、
嘗
然
、
疑
問
が
生
じ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
自
若
易
は
「
麹
麗
一
の
語
を
愛
用
す
る
。
早
春
の
柳
花

を
形
容
す
る
佳
の
用
鍔
と
し
て
は
、
「
書
に
代
ふ
る
詩
一
百
韻
、
徴
之

い

と

わ

が

に
寄
す
」
詩
(
巻
口
〉
の
「
携
は
麹
重
の
蘇
を
宛
ぬ
」
、
「
柳
を
種
う
三

一
詠
」
詩
(
其
三
、
巻
訟
、
後
集
巷
認
)
の
「
更
に
想
ふ
五
年
の
後
、
千

干
の
隊
麹
塵
な
ら
ん
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
「
洛
中
の
春
遊

諸
親
友
に
皐
す
」
詩
ハ
義
信
、
後
集
巻
臼
〉
の
「
春
の
塘
は
水
麹
鹿
〔
の

ご
と
し
ご
や
、
「
春
江
関
歩
し
て
張
山
人
に
贈
る
」
詩
(
巻
口
〉
の

水

麹
麓
の
設
」
な
ど
は
水

の
曹
の
新
柳
の
艇
を
酔
き
ん
ず
る
を

未
多
遮
得
上
棲
人
」

。
関
或
ニ
ハ
八
一
一
一
七
〉
、
作
者
六
六
費
、
溶
陽
で
の
作
ハ
花
房
・

4
〉
。
太
子
少
痔
分
一
一
宇
在
任

Q

詩
題
の
「
小
棲
」
と
は
、
洛
陽
域
内
田
鑓

里
に
あ
る
自
宅
の
な
か
の
そ
れ
。
同
年
の
作
で
あ
る
「
宅
の
西
に
流
水

ハ
ヂ
水
の
支
流
)
有
り
。
藷
下
に
小
棲
を
構
ふ
。
臨
玩
の
時
、
頗
る
幽
趣

有
り
。
図
り
て
歌
活
を
命
じ
て
、
聯
か
以
て
自
ら
娯
む
。
:
:
:
」
詩
(
巻

認
、
後
集
巷
弘
)
に
み
え
る
「
小
婁
」
で
も
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
「
西

棲
一
と
も
い
う
ら
し
い
。

。
〔
漸
〕
し
だ
い
に
。
五
二
番
参
照
a

「
漸
欲
・
:
」
ハ
し
だ
い
に
・
:

し
そ
う
だ
〉
の
連
語
も
散
見
さ
れ
る
。
六
五
番
の
注
に
引
く
張
籍
の
詩

「
涼
州
詞
一
参
照
。



よさ
り/

'ふに

カ
ナ
ノ、

ハサ

J!〆

zラ

ヘ能

職、、

町

ノ

の

ヲ
ソ
ム
キ
テ
、
ヲ
モ
ヒ
カ
ケ
ヌ
ハ
患
い
も
か
け
な
い
〉

ノ
ソ
〔
臨
〕
メ
ル
コ
ト
ア
リ
ケ
ル
ヘ
時
ノ
壌
生
ト
モ
、
批

匂
ヲ
イ
ヒ
出
テ
議
シ
ケ
ル
一
一
、
「
漸
欲
ν
排
地
ノ
騎
馬
ノ
客
い
ト
ヨ

ミ
ケ
ル
ヲ
関
テ
、
「
カ
レ
ハ
、
漸
欲
排
他
ト
コ
ソ
守
ム
桁
〈
ひ
〉
シ
。

吋
文
集
』
ノ
詩
ヲ
ハ
、
各
ミ
見
タ
γ

ハ
ヌ
カ
」
ト
イ
ワ
レ
ケ
レ
ハ
、

各
々
面
ヲ
ア
カ
メ
テ
、
モ
ノ
イ
フ
人
モ
ナ
カ
リ
ト
ソ
。

五
二
一
誌
の
リ
ズ
ム
ハ
ニ
・
一
一
一
〉
一
つ
を
考
え
て
み
て
も
、
こ
の
一
能
」
江

動
誌
に
つ
く
助
字
ハ
蓑
尾
欝
)
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
が
東

捺
耕
三
七
九
五

i
一
八
七
八
、
震
は
琴
蓋
)
は
、
『
幼
皐
詩
話
』
(
『
日
本

詩
話
叢
書
』
第
六
巻
所
牧
)
の
な
か
で
、
こ
う
し
た
「
他
」
に
つ
い
て
、

看
詑
融
引
・
憐
詑
・
従
陀
・
任
陀
・
聴
陀
・
知
陀
・
謝
陀
・
摺
陀

・
泥
詑
・
等
詑
・
時
限
陀
・
誤
陀
・
思
陀
・
妬
陀
・
錆
陀
・
努
陀
・
憂

詑
・
愁
詑
・
嵯
陀
・
除
陀
・
頼
陀
・
怪
陀
・
疑
陀
・
嫌
陀
・
恐
陀
・

穣
詑
・
笑
詑
ナ
ド
モ
、
陀
ハ
助
字
ニ
シ
。
而
ル
ヲ
知
ラ
ズ
、

白
顕
著
二
詑
世
上
人
一
ト

ベ
シ
。

シ
タ
リ
ノ
。

日

一

ブ
ベ
キ

19 

所
数
護
持
法
制
押
橋
前
ハ
楠
木
〉

強

終
り
じ
引
用

の
双
方
に
牧
め
ら
れ
る

匂
は
、

名
な

り
ふー

i士
一寸

白で
限あ
もる
て。

飽か高

は

、

た

は

不

定

冠

詞

に

似

た

言

葉

で

、

一
誌
で
い
う
な
ら
「
那
一
ま
た
は
「
那
個
」
に
あ
た
る
。

と
設
拐
す
る
c

佐
藤
泊
旅
ほ
か
『
唐
詩
選
』
下
(
皐
習
研
究
社
、
一
九
人

六
)
も
高
木
訟
と
同
じ
譲
み
方
を
し
、

H

「
他
」
は
「
彼
」
「
諒
」
に
同

じ
一
ニ
人
種
の
指
一
不
代
名
詞
H

と
す
問
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
、
『
抄
詮
』

の
「
却
ノ
義
」
設
や
東
篠
耕
の
「
助
字
ニ
テ
意
義
ナ
シ
」
と
す
る
設
の

ほ
う
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
太
田
辰
夫
『
中
園
語
歴
史
文
法
』
は
、

「
三
人
種
代
名
詞
の
助
動
詞
化
」
の
捺
〈
二
八
・
九
頁
〉
で
、
こ
う
し

た
「
生
」
の
類
鋲
男
法
を
現
忙
の
老
人
吉
『
賂
駐
鮮
子
』
な
ど
か
ら
と
り
あ

(
必
)

げ
、
「
詰
の
翠
一
苦
節
動
誌
に
つ
づ
け
て
護
昔
さ
れ
、
そ
の
間
に
息
休
止

が
な
い
か
ら
、
一
音
盤
的
に
い
っ
て
も
こ
れ
を
代
名
詞
と
す
る
こ
と
に
は

無
理
が
あ
る
い
と
し
、
「
そ
の
こ
と
広
野
す
る
無
関
心
、
無
資
任
、
軽

説
の
語
気
を
あ
ら
わ
す
に
と
ど
ま
り
、
と
し
て
指
示
品

ろ
誌
な
い
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
よ
う
に
い
う
。

ブ

の

〉関前、畑

と

ら
あ
る
。
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稽
で
あ
っ

れ
は
お
そ
ら
く
、
が
三
人
招
待
と
な
る
ま
え

た
こ
と
よ
り
、
意
味
が
饗
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

白
眼
看
他
仕
上
人
ハ
正
雄
詩
)
(
岳
眼
も
て
世
の
俗
人
を
み
る
〉

求
何

々
と
し
て
何
を
求
め

る
の
か
〉

こ
の
設
を
う
け
て
、
志
村
良
治

な
か
誌
も
、
前
掲
の
王
維
持
な
ど

助
動
詞
的
応
用
い
ら
れ
、
動
作
じ

す
る
。
こ
の
意
味
で
、
吋
集
在
』
に
引
く

ん

と

よ

む

」

と

あ

る

の

が

い

口

名
詞
の
「
始
以
は
、
「
渠
」

一
任
弥
」
と

す
で

に
つ
h
ざ、

用
法
だ
と

「
排
他
は
し
り
ぞ
け

同
論
文
は
ま
た
、
ル

一i

遮
渠
」

た
だ
し
、

Lぞ〉例
(
「
想
時
間
関
」

も

夏「
暁昭
輿他、/T'¥

5整話
事 Y損
得腸 Z
E堕活

〈
「
中
執
月
ー
一
を
M
Y

34 

不
用
臨
龍
年
少
人
」
(
「
早
春
招
強
接
客
い
巻
町
品
)

過
占
地
藍
尾
澗
」
ハ
「
喜
入
新
年
庄
一
詠
」
巷
初
、

ち
九
は
み
に
、
撞
見
邦
彦
司
附

知
皐
院
大
事
〕
六
・
七
合
併
設
、

「
地
」
に
つ
い
て
、

の

そ
り

と
か
「
也
」
な
ど
と

月
」
、

の
代
詔
で
は
な
い

Q

し

か

し

、

唐

詩

の

用

剖

は

と

は

や

や

に

訴

え

、

し

て

理

解

す

ベ

舎

で

、

あ

ろ

う

。

っと
、速し

めえ

る

な

o
 

，刀

手
去

が
あ
る

-
可
能
の
用

〈
接
毘
隣
〉
。
「
可
能
助
動
詞
と
し
て
の

い
ら
れ
一
(
太
田
授
犬
吋
中
国
語
震
史
文
法
同

も
用
例
で
あ

」
こ
は

は
唐
代
か

…
政
〉
、
一
一
五
四
番
の

る
Q 

…、法一一

ハ
1
〉

朱

金

城

ハ

全

六

品

川

、

一

九

八
八
〉
の
路
稿
。
底
本
は
拐
の
馬
元
調
官
本
。
な
お
朱
金
域
判
自
陣
畑
臼
初

年
譜
』
に
未
繋
祁
の
詩
や
、
繋
年
広
異
時
が
あ
る
場
合
の
み
、
朱
吋
譲

b

と
注
記
す
る
。
そ
れ
以
外
は
、
「
朱
」
で
一
術
審
を
含
ま
せ
る
。

京
都
府
立
大
翠
皐
指
報
告
吋
十
八
襲
、
工

自

本

大

翠

人

文

科

患

研

究

所

十

八

、

(
2〉

ハ
3
)



町
中
菌
文
庫
ナ
史
研
究
同
ハ
棲
楓
註
、

p
n輪
山
詞
論
集
』
(
中
華
議
開
局
、

一
九
七
回
〉
所
枚
。

一
九
七
九
〉
所
牧
。「

残
い
の
僚
参
照

ハ
4
〉

〈

5
〉

ハ
6
〉

ハ
増
訂
本
・
第
四
究
増
訂
本
〉
。

(
7
〉
叫
閥
単
混
雑
誌
』
八
一
一
者
十
…
一
獄
、
一
九
八
一
。

ハ
8
〉
王
拾
遣
っ
羽
根
本
一
要
交
諜
考
ハ
上
〉
L
Q寧
夏
大
皐
皐
報
』
〔
社
曾
科

腕
ゆ
叛
〕
一
九
八
一
一
一
年
第
一
期
〉
参
照
。

(
9
〉
揺
稿
「
唐
代
詩
人
新
疑
年
銭
い
∞
ハ
弘
前
大
事
人
文
製
部
当
文
経
論

叢
』
第
一
一
一
一
一
巻
第
一
一
一
蹴
、
一
九
八
八
年
〉
参
照
。

ハ
mw
〉
洛
陽
域
「
丹
に
お
け
る
牛
曾
需
の
邸
宅
は
蘇
仁
盟
に
あ
り
、
「
館
宇
議

輩
、
竹
林
騒
蓬
」
と
い
わ
れ
る

Q
蓄
唐
査
一
日
』
荘
一
七
一
一
の
牛
脅
詰

俸〉。

ハ
日
〉
『
唐
人
小
説
研
究
い
四
集
、
義
文
印
諜
館
、
一
九
七
八
年
所
牧
。

〈
印
〉
コ
一
付
畳
間
の
語
栢
1

唐
詩
ノ
i
ト
』
ハ
研
文
出
寂
、
…
九
人
一
)
所
取
。

〈
お
)
王
先
離
吋
轄
名
疏
読
諦
』
の
各
・
米
に
付
す
《
樟
名
議
選
》
に
よ
る
。

〈
弘
〉
章
荘
「
楚
行
吟
い
詩
に
「
章
華
藁
下
車
如
畑
」
と
あ
る
。
ま
た
盛
時
駐

の
「
春
龍
二
首
」
ハ
其
一
一
〉
に
は
、
「
巌
煙
較
染
軒
続
買
い
と
い
う
「
轍

煙
い
の
諾
も
あ
る
。
ま
た
「
煙
草
」
の
一
請
は
、
李
白
の
「
鳴
皐
歌
、
奉

銭
従
翁
清
蹄
去
躍
山
語
」
詩
な
ど
に
見
え
る
。

ハ
日
〉
痔
瑛
諒
「
銭
起
考
」

ιは
、
銭
起
の
準
士
及
第
の
年
を
天
賓
九
載
と

す
る
新
設
を
提
出
す
る
。
し
か
し
、
隷
海
干
の
前
掲
議
文
は
、
『
永
繁

大
典
』
巻
一
ハ
ニ
の
誤
り
〉
一
一
一
六
人
に
引
く
《
蘇
州
府
志
・
設
準
題
名

門
》
準
土
の
僚
な
ど
を
引
い
て
、
天
費
十
載
、
李
鱗
が
知
貢
翠
の
と
営

21 

所
取
唐
詩
悲
劇
部
補
訂
〈
枯
柏
木
〉

の
及
第
と
す
る
従
来
の
設
を
支
持
す
る
0

・
カ
よ
ノ
。

(
時
)
中
島
敏
夫
・
斉
藤
茂
町
憲
詩
濃
い
中
ハ
翠
習
研
究
社
、

五
三
四
一
良
参
照
。

ハ
ロ
〉
程
千
杭
吋
措
代
護
士
一
持
経
興
文
皐
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八

O
。
松
興
策
志
・
町
田
隆
吉
に
よ
る
詩
書
『
唐
代
の
科
壌
と
文
理
』

〔
罷
嵐
祉
、
一
九
八
六
〕
も
あ
る
〉
傘
照
。
ま
た
村
上
哲
見
忠
利
翠
の

話
』
も
参
考
に
な
る
。

ハ
時
〉
徐
松
『
登
科
記
考
』
餐
十
人
。

ハm
U

〉
隊
部
人
民
出
版
社
、
一
九
八

O
年
判
。

〈
幼
〉
都
に
置
か
れ
た
諮
欝
「
都
亭
葬
」
は
、
公
務
を
器
び
た
使
者
や
官
吏

が
盛
ん
に
利
用
す
る
と
こ
ろ
で
為
り
、
白
玉
城
の
溝
、
朱
雀
街
の
吾
に
あ

る
議
化
坊
ハ
善
和
坊
の
南
〉
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
坊
名
は
北
の

善
和
坊
と
と
も
に
、
従
来
、
殖
業
・
光
稔
と
さ
れ
る
こ
と
が
-
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
主
席
嗣
京
域
防
考
』
の
穏
認
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
踊
山
敬
男
「
校
沖
一
雨
京
薪
記
密
第
一
一
一
及
び
解
説
」
〈
福
山
敏
男
著
作
集

六
『
中
関
建
築
と
金
石
文
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
刊
続
殺
〉
の

設
に
よ
り
、
殖
業
は
題
化
、
党
議
は
善
和
の
設
と
見
な
す
。
こ
の
新
設

は
、
今
日
す
で
に
通
説
と
詰
る
。
な
お
辛
懇
勇
「
隅
清
掃
京
叢
考
」
上

篇
「
七
諮
問
和
・
通
化
輿
光
捺
・
殖
業
部
坊
」
〈
一
九
八
七
年
〉
参
熊
。

ち
な
み
に
、
同
論
文
は
、
筑
波
大
撃
の
妹
尾
津
地

よ
り
参
黙
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ハ
お
)
小
島
憲
之
「
上
代
文
献
解
轄
へ
の
小
さ
き
径
」

し
た

九
八
四
〉

-
鰭
文
』
第
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中
関
詩
文
論
議

第
八
集

ハ的
ω
〉
借
金
等
撰

・
胞
の
「
龍
地

ハ
ね
〉
自
賠
易
が

で
あ
っ
た
。

ハ
M
〉

吋

協

同

持

の

以
下
を
器
照
。

ハ
出
〉
柳
花
と
葉
の
袈
生
顕
序
に
異
需
が
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
柳
の
生

え
る
士
地
の
気
候
や
同
洲
士
の
差
異
と
韻
達
し
よ
う
。

ハ
お
〉
五
代
・
李
程
「
朝
枝
」
に
「
張
ひ
て
窪
覆
を
垂
れ
て
人
の
頭
を
排

ふ
」
と
あ
る
。

(
幻
)
日
本
風
俗
史
皐
曾
『
風
儀
』
ご
・
一
一
一
合
併
設
、
一
九
六
一
年
所
牧
。

(
お
)
『
中
国
食
物
史
の
研
究
b

八
坂
書
房
、
一
九
七
八
年
所
牧
。

ハm
m
)

『
六
注
』
に
は
、
「
下
旬
ハ
昔
シ
ヨ
リ
韓
ハ
壁
一
一
寄
ハ
セ
〉
テ
作
ル
ο

故
一
一
上
旬
ハ
本
ヨ
リ
樟
ヲ
一
町
一
?
…
寄
ハ
ス
〉
d
N

也
」
と
あ
る
。

ハ
ぬ
〉
晩
春
の
柳
の
場
合
、
辞
議
「
和
李
書
記
紫
上
見
捨
い
に
、
「
惜
間
風

光
鴻
誰
盟
、
高
繰
綿
綿
翠
娼
深
い
な
ど
と
歌
わ
れ
る
。

ハ
は
〉
母

γ
潜
の
「
母
い
は
未
熟
の
盤
浪
費
の
意
。
ち
な
み
に
、
問
中
静
一
繍

著
叫
中
閥
食
品
事
典
同
ハ
醤
籍
・
文
物
掩
議
曾
、
一
九
七

O
〉
の
「
丁
字

帯
い
の
僚
に
は
、
「

γ
学
を
蒸
瀦
し
て
と
っ
た
も
の
が

γ
宇
替
で
グ
リ

ー
メ
・
石
鹸
・
ア
ル
コ

i
ル
に
よ
く
議
じ
る
性
質
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

化
粧
品
、
替
水
の
脊
ち
に
よ
く
使
用
さ
れ
、
菓
子
・
洋
酒
類
に
も
使
用

さ
れ
る
。
寄
り
の
主
成
分
は
ユ

i
ゲ
ノ
;
ル
で
為
る
。
昔
官
経
に
仕
え

場
九
に
は
、
こ
の
旬
の
注
に
、
競

合
引
く
。

の
辻
、
元
和
十
四
年
の
一
一
一
月
末
の
こ
と

九
五
京
M
M
下
、
町
長
安
・
落
陽
物

四

た
人
が
口
臭
を
治
す
た
め
に
口
中
で
噛
ん
だ
香
料
は
こ
れ
で
為
る
」
と

い
う
。

京

各
二
六
、
薬
議
の
傑
ハ
胡
調
静
可
校
護
』
本
で
は
西

人
一
番
〉
診
照
。

ち
な
み
に
、
三
ハ
詮
』
に
は
、
「
栴
檀
ノ
寅
也
。
比
ノ
木
ノ
費
、
鶏
ノ

舌
一
一
鉱
山
N

故
山
一
、
謀
者
香
土
五
也
」
と
あ
る
。

ハM
A
)

可
蔑
詩
の
風
土
』
三
八
・
三
九
頁
参
照
。

(
お
)
顧
皐
誤
・
玉
率
奇
『
一
克
白
調
停
詞
』
二
(
中
園
祉
曾
科
皐
出
版
註
、
一

九
八
回
)
の
三
ハ
出
」
の
接
参
照
。

(
お
)
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
行
謹
の
研
究
1

智
誼
大
師
国
珍
篇
』
下
(
法

議
露
、
一
九
八
一
一
)
二
九
七
頁
前
後
参
照
。
ち
な
み
に
、
朱
金
域
『
護

投
』
巻
錦
、
「
登
天
宮
関
〕
詩
の
壌
に
は
、
「
天
宮
間
」
を
「
滞
揚
天
宮

寺

関

」

一

広

々

と

述

べ

る

が

、

は

全

く

言

及

し

て

い

な

ハ幻〉

入
六
京
以
下
、
円
長
安
・
消
防
物
語
h

].'Q 

ハ

持

〉

い

ま

、

探

友

琴

に

引

く
、
緑
茶
接
縦
笈
本
に
い
う
、
「
唐
人
詠
榔
、
使
鵜
鱒
字
者
駆
多
。
叫
躍

月ムサ

L
管
、
合
薬
事
》
。
注
去
、
《
如
鞠
蟻
色
》
。
叫
周

鄭
一
時
農
〔
玄
〕
一
去
、
《
鞠
設
、
資
議
削
減
也
。
部

詑
患
之
樹
、
又
象
其
花
環
之
穂
耳
」
。
明
の

鞠
謹
の
保
に
も
引
か
れ
る
。
鞠
躍
は
染

る
。
鞠
の
字
は
ま
た

如
鞠
壊
、

胡
震
亨

色
の
色
ハ
糞
色
〉
を
い
い
、



「

菊

」

事

津

討

原

本

膳
い
の
字
を
用
い
る
べ
き
だ
と
す
る
。

ハ
仙
川
〉
由
経
易
「
宅
西
有
流
水
、
購
下
携
小
棲
、
:
:
;
偶
趨
五
経
」
(
其

一
一
〉
に
、
「
水
色
波
文
何
所
説
、
懇
塵
羅
帯
一
一
傑
斜
」
と
あ
る
〈
巻
お
、

巻
上
で
は
、

ハ
鉛
)
吋
唐
雨
京
城
妨
考
』
巻
五
に
、
「
白
蹄
易
宅
在
持
続
道
里
高
門
。
弔
問

塙
下
臨
伊
水
築
。
渠
又
周
其
宅
之
北
」
と
あ
る
。

ハ
れ
〉
白
岩
易
「
部
構
鶏
立
」
詩
(
巻
弘
、
後
築
審
問
〉
の
西
棲
と
同
じ
で

あ
ろ
う
。

〈
詔
〉
「
近
此
大
原
ノ
西
移
混
成
活
上
人
ト
云
人
有
キ
」
ぶ
よ
れ
ば
、
成
宿

上
人
ハ
・
仰
木
詳
〉
の
事
跡
が
わ
か
り
さ
え
す
れ
ば
、
認
。
詑
知
洋
成
の
時

代
も
よ
り
明
瞭
化
す
る
。

2
0詑
加
の
撰
者
辻
「
大
漂
い
に
住
ん
で
い

た
ら
し
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
お

J
V
M

ソ
ー
ド
は
、
『
集
津
一
』
に
も
見
え

る。

ハ
砧
〉
前
野
産
彬
『
藤
持
制
措
h

下
〈
岩
護
文
庫
〉
に
は
、
「
他
は
コ
一
人
鶏
代

名
認
。
こ
こ
で
は
下
の
吋
世
上
の
入
』
を
さ
す
。
誼
課
す
れ
ば
『
そ
れ

を
見
る
』
と
言
っ
て
お
い
て
、
円
そ
れ
』
の
内
器
を
あ
と
か
ら
『
世
上

の
人
h

と
言
い
直
し
た
形
に
な
る
」
と
い
う
が
、
諜
り
で
あ
ろ
う
。
ち

け
ん
え
ん

な
み
に
、
著
者
未
詳
『
護
国
雑
話
M
Q績
呂
本
語
筆
大
成
h

4
所
牧
〉

に
い
う
、
〈
〔
綾
部
〕
南
郭
の
「
艇
の
営
上
り
人
を
看
る
」
と
酷
を
付

〔
け
〕
ら
れ
た
る
な
、
〔
太
宰
〕
春
豪
、
「
溝
他
す
」
と
黙
丹
〔
く
〕
べ

き
由
一
去
は
れ
し
応
、
「
器
能
」
は
搭
語
に
て
、
に
ら
み
見
る
き
み
〔
筑

な
れ
ば
、
随
分
さ
う
付
る
が
よ
け
れ
ど
も
、
和
語
に
て
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所
紋
謄
詩
注
釈
補
訂
(
譲
木
〉

の
人
を
看
る
」
と
摘
め
ば
、
句
も
密
や
か
位
、
持
を
議

〔
む
〕
の
法
な
り
、
と
一
去
は
れ
し
由
〉
と
。

ハμ
制
〉
た
と
え
ば
、
「
第
一
天
茂
投
地
什
壊
銭
い
ハ
最
初
の
日
は
ひ
い
て
も
法

と
ん
ど
金
に
な
ら
な
か
っ
た
〉
や
、
「
強
持
来
、
想
好
了
主
意
、
給
強

調
不
欝
一
同
別
」
(
か
れ
は
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
か
ん
が
え
が
き
ま

る
と
、
だ
ま
っ
て
出
て
き
て
や
っ
た
〉
、
「
管
他
是
誰
的
接
見
」
(
誰
の

家
だ
ろ
う
と
か
ま
う
も
ん
か
〉
な
ど
。

(
訪
)
町
山
市
鴎
中
世
話
法
史
研
究
』
ハ
一
一
一
各
社
、
一
九
八
四
〉
の
一

O
一一員

参
照
。

ハ
必
〉
丹
田
道
夫
「
中
世
中
関
語
に
お
け
る
「
得
」
の
特
質
に
つ
い
て
」

ハ
吋
東
北
大
思
一
文
謬
部
研
究
年
報
』
第
一
一
鋭
、
一
九
五
一
〉
や
、
鰭
満

江
「
唐
詩
に
お
け
る
口
語
表
現
i
動
詞
に
後
器
す
る
場
鮮
を
め
ぐ
っ

て
い
ハ
麗
鹿
義
塾
大
皐
吋
纂
文
研
究
』
第
五
一
一
読
所
殺
Y
玄
幸
子
「
敦

盟
構
文
民
於
汁
る
V
得
に
つ
い
て
」
ハ
ウ
中
露
五
回
準
同
一
一
一
一
一
一
一
境
、
一
九

人
五
〉
な
ど
参
照
。

〔
補
詮
)

わ
が
江
戸
時
代
に
お
け
る
助
字
・
虚
字
研
究
の
自
居
、
『
文
語
解
同
型
付

語
解
』
『
詩
家
推
龍
加
の
一
一
一
番
拭
、
従
来
、
と
も
位
韓
大
患
ハ
撰
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
正
し
く
は
、
吋
文
語
解
』
は
宇
野
明
寵
〈
名
は
鼎
、
字

は
士
新
、
明
霞
誌
そ
の
銃
、
工
ハ
九
八

i
一
七
四
五
〉
撰
、
韓
大
典
修

語
、
立
対
話
解
h

は
宇
野
明
震
接
、
謹
吉
本
推
龍
』
は
宇
野
明
護
家
撰
、
露
伴

大
盗
ハ
部
補
、
と
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
詳
し
く
は
、

彦
吋
語
辞
解
』
に
つ
い
て
」
ハ
町
、
投
古
』
第
五
競
、

九
八
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中
園
詩
文
論
叢

第
八
集

箆
田
武
「
宇
野
開
設
の
制
法
の
悲
劇
」
ハ
刊
新
し
い
翠
文
教
育
』

第
八
襲
、
一
九
八
九
年
〉
勢
照
。
い
ま
、
こ
の
一
誌
に
従
う

G

〔祷

a〕

こ
の
句
と
粗
削
を
な
す
下
却
は
、
「
本
辞
争
錆
得
霊
長
い
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
任
仰
い
は
「
錯
得
」
と
欝
嬢
す
る
。

〔補
b

〕

南
宋
版
吋
王
間
企
岩
吉
家
詩
諜
一
』
ハ
古
漁
議
書
一
一
一
編
の
二
一
一
一
、
中
華
脅

島
影
昂
〉
巻
入
に
は
、
「
瞬
間
下
関
合
人
い
に
作
る
。
ま
た
、
黒
人
苑
英

華
』
を
二
五
一
一
一
ハ
宋
版
の
部
分
)

ζ

も
、
「
問
機
下
館
関
舎
人
」
に
作
る
。

〔祷
C
〕

伊
藤
圧
義
・
黒
田
彰
鶏
署
内
和
漢
最
一
話
集
古
法
制
仰
集
成
』
第
三
巻
〈
大

隈
常
識
語
、
一
九
入
九
年
〉
に
牧
め
る
静
嘉
堂
文
庫
灘
、
山
班
点
町
末
禁
書
寓

の
忠
利
諜
鑓
(
歌
集
和
談
捗
h

ハ
持
法
〉
の
鶴
刻
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ご
句
は
、

逸
詩
の
「
腹
切
」
で
あ
る
と
い
う
。
壊
匂
と
は
、
律
詩
の
顕
聯
ハ
第
五
・

六
匂
〉
を
指
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
吋
合
詮
樟
集
成
』
の
刊
行
は
、
平
岡

武
夫
・
今
井
清
編
吋
由
民
文
集
歌
詩
紫
引
h

一
一
一
珊
(
同
朋
合
、
一
九
八
九

年
〉
の
そ
れ
と
と
も
に
、
主
態
研
究
の
閣
で
も
き
わ
め
て
有
用
で
あ
り
、

そ
の
完
結
が
翠
ま
れ
る
(
第
一
・
二
各
は
未
刊
〉
。
ま
た
。
揺
穣
付
金
一
…

…
虫
記
お
い
て
、
「
詑
者
米
詳
」
と
し
た
永
育
文
庫
本
立
和
漢
朗
詠
抄
技
h

は
、
議
掲
の
『
古
注
穂
集
成
』
第
一
云
を
の
解
題
に
は
、
鎌
倉
初
期
頃
に
成

立
し
た
永
済
注
系
本
の
っ
と
す
る
。


